The Completion of ZIINENGI and the Relation with Situation of the Region by 橋本, 章
寺
院
縁
起
の
成
立
と
在
地
の
情
勢
1
江
州
浅
井
郡
大
吉
寺
の
放
生
会
と
「
大
吉
寺
縁
起
」
1
橋
本
章
一
、
は
じ
め
に
滋
賀
県
の
湖
北
地
方
、
東
浅
井
郡
浅
井
町
大
字
野
瀬
の
地
に
あ
る
寂
寥
山
大
吉
寺
は
、
平
安
時
代
初
期
の
創
建
を
伝
え
ら
れ
る
天
台
宗
の
古
刹
で
あ
る
。
現
在
で
は
本
堂
や
山
門
の
他
、
わ
ず
か
な
建
物
が
山
中
に
ひ
っ
そ
り
と
建
つ
の
み
な
の
だ
が
、
か
つ
て
は
現
在
の
　ユ
　
寺
域
の
背
後
に
そ
び
え
る
天
吉
寺
山
山
上
を
中
心
に
、
「高
山
能
構
五
十
坊
之
所
候
」
と
称
さ
れ
る
程
の
繁
栄
を
極
め
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
大
吉
寺
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
は
、
山
上
の
遺
構
の
他
に
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
古
文
書
の
類
が
現
在
の
大
吉
寺
や
麓
の
野
瀬
の
集
落
の
人
々
が
結
成
す
る
保
存
会
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、
こ
れ
ら
現
存
す
る
古
文
書
の
中
か
ら
、
「大
吉
寺
縁
起
」
と
呼
ば
れ
る
成
立
年
代
未
詳
の
文
書
に
つ
い
て
、
そ
の
史
料
の
記
述
さ
れ
た
背
景
な
ど
に
も
目
を
配
り
な
か
ら
、
若
干
の
考
察
を
行
っ
て
み
た
い
も
の
と
思
う
。
二
、
大
吉
寺
沿
革
～
放
生
会
を
中
心
に
～
さ
て
、
「大
吉
寺
縁
起
」
を
取
り
扱
う
前
に
、
先
ず
本
項
で
は
大
吉
寺
の
沿
革
に
つ
い
て
、
残
さ
れ
た
史
料
や
伝
承
等
か
ら
そ
の
概
寺
院
縁
起
の
成
立
と
在
地
の
情
勢
=
五
=
六
要
に
つ
い
て
見
て
ゆ
こ
う
と
思
う
。
な
お
、
こ
こ
で
は
大
吉
寺
の
存
立
基
盤
と
も
言
う
べ
き
放
生
会
の
様
子
を
中
心
に
、
そ
の
変
遷
の
過
程
を
大
枠
で
押
さ
え
る
に
留
め
、
大
吉
寺
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
「大
吉
寺
縁
起
」
な
ど
の
文
書
を
用
い
て
検
討
す
る
次
項
に
譲
り
た
い
。
大
吉
寺
へ
は
野
瀬
の
集
落
か
ら
東
側
に
そ
び
え
る
天
吉
寺
山
(標
高
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
)
へ
、
大
吉
寺
川
沿
い
の
谷
筋
を
上
流
に
小
一
時
間
程
登
る
と
到
達
す
る
。
そ
の
開
創
は
貞
観
七
年
(八
六
五
)
と
も
伝
え
ら
れ
、
か
つ
て
は
天
吉
寺
山
の
山
頂
近
く
に
数
多
く
の
僧
房
を
持
つ
大
寺
院
で
あ
っ
た
事
が
、
伝
存
す
る
数
点
の
古
文
書
な
ど
よ
り
う
か
が
い
知
れ
る
。
ま
た
昭
和
九
年
(
一
九
三
四
)
の
調
査
報
告
書
に
よ
っ
て
、
本
堂
や
経
堂
、
鍾
楼
な
ど
の
跡
と
思
わ
れ
る
四
棟
の
建
物
の
遺
構
や
子
院
が
建
て
ら
れ
て
い
た
ら
し
き
場
所
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
大
吉
寺
は
、
寺
跡
か
ら
は
や
や
下
っ
た
天
吉
寺
山
の
中
腹
付
近
に
あ
り
、
本
堂
と
山
門
、
そ
し
て
庫
裡
と
宿
坊
だ
け
が
森
の
中
に
ひ
っ
そ
り
と
建
つ
の
み
で
、
往
古
の
面
影
を
偲
ば
せ
る
も
の
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
訪
れ
る
者
も
少
な
い
こ
の
寺
の
維
持
管
理
に
　　
　
つ
い
て
は
、
住
職
と
前
の
住
職
、
そ
し
て
野
瀬
の
集
落
を
中
心
と
す
る
信
徒
組
織
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
信
徒
組
織
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
の
は
八
名
の
信
徒
総
代
で
、
彼
等
は
必
ず
野
瀬
の
集
落
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。
総
代
の
任
期
は
四
年
間
で
、
任
期
ご
と
に
半
分
の
四
人
つ
つ
が
、
集
落
の
合
意
に
も
と
つ
い
て
野
瀬
の
区
長
の
指
名
と
い
う
形
で
改
選
さ
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
信
徒
総
代
の
八
名
が
、
例
年
九
月
十
五
日
に
大
吉
寺
で
執
り
行
わ
れ
る
「放
生
会
」
の
頭
役
差
定
に
つ
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。
大
吉
寺
の
放
生
会
は
、
別
に
「虫
供
養
」
と
も
呼
称
さ
れ
、
野
瀬
を
含
む
旧
上
草
野
村
の
九
ヵ
字
(高
山
・
寺
師
・
西
村
・
草
野
・
太
田
・
郷
野
・
鍛
冶
屋
・
岡
谷
、
そ
し
て
野
瀬
)
の
中
か
ら
一
名
の
頭
人
を
差
定
し
、
寺
に
対
し
て
の
勤
仕
を
求
め
る
と
い
う
頭
屋
制
の
行
事
で
あ
る
。
放
生
会
に
関
わ
る
頭
役
差
定
に
つ
い
て
は
、
慶
長
十
三
年
(
一
六
〇
八
)
か
ら
明
治
四
十
年
(
一
九
〇
七
)
ま
で
の
お
よ
そ
三
百
年
に
わ
た
る
頭
人
の
名
前
と
そ
の
出
身
村
、
頭
役
差
定
を
行
っ
た
時
の
使
節
の
名
前
、
そ
し
て
所
々
に
頭
人
が
納
め
た
料
　ヨ
　
物
の
内
容
や
額
な
ど
を
記
し
た
『御
行
帳
』
な
る
文
書
が
信
徒
組
織
の
申
し
送
り
で
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
差
定
圏
等
に
関
し
て
あ
る
程
度
の
追
跡
調
査
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
『御
行
帳
』
に
よ
る
と
、
頭
人
は
毎
年
必
ず
差
定
さ
れ
て
お
り
、
記
載
開
始
か
ら
終
了
に
至
る
ま
で
の
間
に
断
絶
等
の
箇
所
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
何
よ
り
も
こ
の
文
献
が
明
示
す
る
興
味
深
い
事
項
は
、
記
載
さ
れ
た
三
百
年
間
の
頭
役
が
、
現
在
の
差
定
圏
で
あ
る
旧
上
草
野
村
と
は
全
く
別
の
地
域
に
差
定
さ
れ
て
い
た
事
で
あ
る
。
『御
行
帳
』
に
見
ら
れ
る
大
吉
寺
放
生
会
の
頭
役
差
定
範
囲
は
、
明
治
の
旧
行
政
村
で
は
田
根
村
と
呼
ば
れ
た
地
域
の
う
ち
、
高
畑
、
　ざ
野
田
、
池
奥
、
北
野
、
黒
部
、
力
丸
、
竜
安
寺
、
瓜
生
、
谷
口
、
上
野
、
小
室
、
木
尾
の
十
二
ヵ
村
(た
だ
し
田
川
・
須
賀
谷
の
二
字
　ら
　
は
こ
れ
に
含
ま
れ
て
い
な
い
)
と
、
同
じ
く
旧
湯
田
村
に
属
し
た
八
嶋
・
大
依
の
二
ヵ
村
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
差
定
圏
は
、
旧
田
根
　　
　
村
の
高
畑
に
鎮
座
す
る
波
久
奴
神
社
(萩
野
神
社
)
の
氏
子
祭
祀
圏
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
波
久
奴
神
社
に
つ
い
て
は
、
『興
福
寺
官
務
牒
疏
』
の
「波
久
奴
神
」
の
中
に
「在
田
根
郷
。
號
萩
野
明
神
。
祭
所
大
物
主
神
。
　　
　
大
吉
寺
鎭
守
。
社
僧
二
人
、
神
人
七
人
」
と
の
記
録
が
あ
り
、
ま
た
こ
れ
に
関
し
て
は
、
明
治
初
年
の
神
仏
分
離
令
以
前
に
波
久
奴
神
　　
　
社
の
境
内
に
神
宮
寺
と
呼
ば
れ
た
密
教
系
の
寺
院
が
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
が
地
元
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
、
田
根
村
の
前
身
で
あ
る
田
根
庄
が
大
吉
寺
の
支
配
域
で
は
な
か
っ
た
か
と
の
推
測
を
生
じ
さ
せ
る
が
、
事
実
、
文
安
四
年
(
一
四
四
七
)
七
月
十
六
日
の
「
山
門
西
塔
院
釋
迦
堂
閉
籠
訴
訟
條
目
」
の
中
に
は
、
「
田
根
庄
田
地
」
が
仁
治
年
間
(
一
二
四
〇
～
四
三
)
以
来
「江
州
大
吉
寺
領
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
畠
山
氏
が
文
安
元
年
(
一
四
四
四
)
よ
り
押
領
を
続
け
て
い
　　
　
る
事
が
訴
え
ら
れ
て
お
り
、
田
根
庄
が
大
吉
寺
の
支
配
下
に
あ
っ
た
事
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
こ
れ
に
関
し
て
は
『久
我
家
文
書
』
　
　
　
に
久
我
家
が
こ
の
地
の
領
家
と
し
て
、
そ
の
維
持
に
努
め
て
い
る
様
子
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
支
配
権
を
め
ぐ
る
当
時
の
複
雑
な
状
況
が
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
大
吉
寺
は
織
田
信
長
の
勢
力
に
よ
る
焼
き
打
ち
に
遭
い
、
全
山
焼
亡
の
憂
き
目
に
曝
さ
れ
て
い
る
。
『信
長
公
記
』
の
元
寺
院
縁
起
の
成
立
と
在
地
の
情
勢
一
一
七
八
龜
三
年
(
一
五
七
二
)
の
項
に
は
「
(前
略
)
草
野
之
谷
是
又
放
火
候
、
并
二
大
吉
寺
と
申
し
て
高
山
能
構
五
十
坊
之
所
候
、
近
里
近
郷
百
姓
等
當
山
へ
取
上
候
、
前
者
嶮
難
の
ほ
り
難
き
に
よ
つ
て
麓
を
襲
は
せ
、
夜
中
よ
り
木
下
藤
吉
郎
、
丹
羽
五
郎
左
衛
門
、
う
し
ろ
　　
　
山
續
き
に
攻
上
、
一
揆
僧
俗
數
多
切
捨
」
な
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
大
吉
寺
は
近
世
期
を
迎
え
た
段
階
で
全
て
の
寺
領
を
喪
失
し
た
ら
し
く
、
享
保
十
九
年
(
一
七
三
四
)
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
寒
川
辰
清
の
『近
江
與
地
誌
略
』
に
は
、
「寺
領
三
千
七
百
石
　ね
　
あ
り
し
に
、
淺
井
三
代
の
亂
に
焼
失
、
是
に
よ
り
寺
領
も
失
せ
今
纔
に
一
寺
と
成
て
天
台
宗
た
り
、
寂
寥
山
大
吉
寺
と
號
す
」
と
、
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
大
吉
寺
は
、
『御
行
帳
』
に
残
る
頭
人
の
供
奉
に
よ
っ
て
、
辛
う
じ
て
そ
の
命
脈
を
現
在
ま
で
保
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
『御
行
帳
』
へ
の
頭
人
の
記
載
は
、
明
治
四
十
年
(
一
九
〇
七
)
を
最
後
に
無
く
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
か
ら
大
正
六
年
(
一
九
一
七
)
ま
で
の
九
年
間
に
は
、
大
吉
寺
の
頭
役
が
勤
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
が
郷
土
史
家
伏
木
貞
三
氏
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
示
さ
　
お
　
れ
て
い
る
。
そ
し
て
大
正
六
年
以
降
は
、
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
旧
上
草
野
村
の
九
ヵ
字
が
現
在
ま
で
そ
の
差
定
圏
と
し
て
指
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
変
遷
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
寺
側
村
側
の
ど
ち
ら
に
も
残
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
伝
承
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
二
年
(
一
九
　
レ
　
〇
九
)
八
月
十
四
日
、
午
後
三
時
三
〇
分
に
発
生
し
た
通
称
「虎
姫
地
震
」
に
よ
っ
て
東
浅
井
郡
一
帯
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
翌
年
よ
り
、
そ
の
復
興
に
専
念
す
る
た
め
に
放
生
会
を
中
止
し
た
の
だ
が
、
震
災
以
降
差
定
圏
側
で
は
莫
大
な
費
用
を
必
要
と
す
る
放
生
会
の
頭
役
を
受
け
る
ま
で
に
復
興
す
る
事
が
叶
わ
ず
、
田
根
村
の
村
長
が
大
吉
寺
の
所
在
地
で
あ
る
上
草
野
村
に
対
し
、
以
後
の
頭
役
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
に
行
き
、
紆
余
曲
折
の
末
、
現
在
の
体
制
と
な
っ
た
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
頭
役
差
定
の
中
断
が
、
寺
側
と
差
定
圏
側
の
ど
ち
ら
の
意
志
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
大
吉
寺
の
状
況
を
考
え
る
な
ら
ば
、
何
ら
か
の
補
助
的
機
関
の
無
い
限
り
、
大
吉
寺
側
に
そ
う
し
た
権
限
は
無
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
以
降
の
放
生
会
の
行
事
は
、
そ
れ
ま
で
野
瀬
等
の
上
草
野
村
の
集
落
が
中
心
と
な
っ
て
、
大
吉
寺
で
勤
め
ら
れ
て
き
た
　め
　
「虫
供
養
」
の
法
要
と
合
同
で
執
り
行
わ
れ
る
事
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
故
に
現
在
で
は
、
大
吉
寺
の
放
生
会
の
こ
と
を
別
に
虫
供
養
と
も
呼
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
野
瀬
の
集
落
に
お
い
て
組
織
さ
れ
る
大
吉
寺
の
信
徒
総
代
が
、
放
生
会
の
起
源
の
説
明
と
し
て
、
寺
に
伝
　　
　
わ
る
「源
頼
朝
御
判
物
」
を
掲
げ
て
い
る
事
で
あ
る
。
こ
の
古
文
書
は
別
名
を
「大
吉
寺
虫
供
養
文
書
」
と
も
呼
ば
れ
、
本
来
は
虫
供
養
に
関
す
る
お
布
施
を
集
め
る
事
を
合
法
化
さ
せ
る
効
力
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
こ
う
し
た
文
書
が
放
生
会
の
前
面
に
提
示
さ
れ
る
と
い
う
事
は
、
差
定
圏
の
変
化
に
対
し
て
何
ら
か
の
意
志
の
確
認
作
業
が
必
要
視
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
連
の
差
定
圏
の
変
遷
は
、
こ
と
祭
祀
形
態
の
変
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
落
社
会
の
構
成
に
対
し
て
、
そ
の
意
味
を
問
い
直
す
機
会
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
上
、
大
吉
寺
を
め
ぐ
る
歴
史
的
な
変
遷
過
程
に
つ
い
て
、
そ
の
最
大
の
法
会
で
あ
る
放
生
会
の
展
開
と
、
こ
れ
に
頭
役
の
差
定
圏
と
し
て
携
わ
る
在
地
と
の
関
係
性
を
中
心
に
見
て
い
っ
た
。
大
吉
寺
の
放
生
会
そ
の
も
の
の
起
源
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
の
だ
が
、
少
な
く
と
も
『御
行
帳
』
の
記
述
の
開
始
さ
れ
る
慶
長
十
三
年
の
段
階
に
お
い
て
、
既
に
頭
役
差
定
の
シ
ス
テ
ム
が
完
成
さ
れ
て
い
た
事
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
こ
う
し
た
放
生
会
の
維
持
が
、
如
何
な
る
勢
力
、
ま
た
は
如
何
な
る
時
代
背
景
を
も
っ
て
為
さ
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
に
絞
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
で
は
次
に
「
大
吉
寺
縁
起
」
の
成
立
に
つ
い
て
、
大
吉
寺
の
お
か
れ
て
き
た
種
々
の
状
況
や
頭
役
差
定
等
の
問
題
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
検
討
を
進
め
て
み
た
い
。
三
、
「大
吉
寺
縁
起
」
に
つ
い
て
五
来
重
に
よ
る
と
、
寺
社
縁
起
と
は
そ
の
開
創
を
不
思
議
な
〈
縁
〉
に
よ
っ
て
神
仏
が
発
〈起
〉
出
現
す
る
奇
跡
と
し
て
語
る
も
の
寺
院
縁
起
の
成
立
と
在
地
の
情
勢
一
九
一
二
〇
で
、
そ
れ
故
に
縁
起
の
内
容
は
時
空
を
超
え
歴
史
を
無
視
し
た
形
に
な
り
、
そ
の
荒
唐
無
稽
さ
が
縁
起
を
実
証
的
な
研
究
の
圏
外
に
押
　ゼ
し
遣
っ
た
の
だ
と
い
う
。
確
か
に
こ
う
し
た
指
摘
は
従
前
の
寺
社
縁
起
に
対
す
る
通
念
と
し
て
在
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
縁
起
を
研
究
対
象
と
し
て
取
り
扱
う
場
合
に
つ
い
て
、
桜
井
徳
太
郎
は
①
宗
教
性
と
文
学
性
、
そ
し
て
美
術
(芸
術
)
性
の
三
者
が
ど
の
よ
う
に
縁
起
の
中
に
絡
み
つ
い
て
い
る
の
か
、
②
縁
起
は
ど
う
い
う
実
用
的
価
値
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
③
縁
起
に
含
ま
れ
た
虚
妄
の
多
い
荒
唐
無
稽
性
を
ど
う
処
理
す
る
の
か
、
と
い
う
三
つ
の
検
討
課
題
を
提
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
三
点
は
縁
起
の
成
立
と
そ
の
後
の
変
遷
過
程
を
考
え
て
行
く
上
で
も
重
要
な
問
題
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
桜
井
は
縁
起
の
展
開
に
つ
い
て
次
の
様
な
見
通
し
を
立
て
て
い
る
。
一
つ
の
縁
起
が
成
立
し
伝
承
さ
れ
て
行
く
過
程
に
は
、
か
な
ら
ず
変
化
の
歴
史
が
伴
っ
て
い
る
。
改
め
て
触
れ
る
ま
で
も
な
く
、
時
代
が
下
る
ほ
ど
寺
社
の
開
創
を
遡
ら
せ
て
説
こ
う
と
し
た
り
、
開
基
を
古
い
時
代
の
高
僧
や
神
話
上
の
祭
神
に
あ
て
よ
う
と
す
る
作
為
が
は
た
ら
く
。
ま
た
そ
の
行
実
や
霊
験
性
は
、
時
代
の
下
る
ほ
ど
潤
色
の
度
が
加
わ
り
、
い
っ
そ
う
神
秘
的
と
な
り
怪
異
的
と
な
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
神
秘
性
や
怪
異
化
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
縁
起
の
内
容
じ
た
い
、
も
ち
ろ
ん
荒
唐
無
稽
で
あ
っ
て
歴
史
的
事
実
と
な
し
が
た
い
。
し
か
し
、
神
秘
化
無
稽
化
じ
た
い
は
歴
史
的
真
実
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
通
し
て
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
荒
唐
性
の
ゆ
え
に
拒
否
す
る
の
は
正
し
い
態
度
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
次
々
と
冠
せ
ら
れ
る
被
覆
を
は
ぎ
と
り
な
が
ら
、
原
像
に
迫
っ
て
行
く
努
力
を
重
ね
な
が
ら
、
縁
起
伝
説
の
歴
史
的
変
化
を
跡
づ
け
る
作
業
が
　あ
　
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
の
で
あ
る
こ
う
し
た
見
解
は
、
縁
起
を
題
材
と
し
た
研
究
を
進
め
る
上
に
お
い
て
の
大
前
提
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
本
報
告
で
は
、
主
に
桜
井
の
言
う
「歴
史
的
真
実
」
に
着
眼
点
を
置
き
な
が
ら
、
「大
吉
寺
縁
起
」
を
取
り
扱
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
現
在
、
大
吉
寺
及
び
野
瀬
の
保
存
会
組
織
が
保
有
す
る
信
長
に
よ
る
焼
亡
以
前
の
、
言
う
な
れ
ば
古
大
吉
寺
よ
り
伝
来
す
る
文
献
類
(以
下
大
吉
寺
文
書
と
称
す
)
は
、
「大
吉
寺
縁
起
」
を
含
む
十
五
点
が
残
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
、
こ
の
う
ち
年
号
の
記
載
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
も
の
は
先
に
も
述
べ
た
「
大
吉
寺
縁
起
」
の
一
点
の
み
で
あ
り
、
他
の
十
四
点
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
年
月
日
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
さ
て
、
本
報
告
に
時
期
的
に
関
連
性
を
持
つ
十
四
点
の
文
書
は
、
年
代
順
に
次
の
通
り
で
あ
る
。
ω
、
源
頼
朝
御
判
物
そ
の
一
(文
治
元
年
十
一
月
日
)
②
、
源
頼
朝
御
判
物
・
大
吉
寺
虫
供
養
文
書
(文
治
弐
年
七
月
七
日
)
㈹
、
源
頼
朝
御
判
物
そ
の
二
(文
治
弐
年
十
一
月
十
三
日
)
ω
、
一
切
経
安
置
祈
願
文
(弘
安
八
年
五
月
日
)
⑤
、
大
吉
寺
勧
進
状
(暦
應
元
年
十
月
日
)
⑥
、
足
利
尊
氏
祈
濤
状
(観
應
二
年
九
月
二
日
)
ω
、
足
利
義
詮
禁
制
(観
應
二
年
九
月
二
日
)
㈹
、
足
利
尊
氏
感
状
(観
應
二
年
九
月
五
日
)
⑨
、
足
利
義
持
御
教
書
(應
永
廿
五
年
十
一
月
二
日
)
⑩
、
大
吉
寺
諷
誦
文
(應
永
廿
九
年
五
月
十
日
)
⑪
、
足
利
義
教
祈
濤
状
(永
享
八
年
四
月
九
日
)
⑰
、
足
利
義
政
祈
濤
状
(長
禄
三
年
十
二
月
二
日
)
⑬
、
足
利
義
材
祈
濤
状
(延
徳
参
年
十
一
月
廿
日
)
qの
、
大
吉
寺
造
営
疏
(享
祿
二
年
正
月
日
)
こ
の
う
ち
享
祿
二
年
正
月
の
「大
吉
寺
造
営
疏
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
原
本
が
大
吉
寺
側
に
は
存
在
せ
ず
、
『東
浅
井
郡
志
』
が
明
治
十
九
年
の
史
局
採
集
の
影
写
本
よ
り
収
録
し
た
も
の
が
伝
わ
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
天
保
十
二
年
(
一
八
四
一
)
の
『寺
禄
分
限
縁
由
等
書
上
帳
』
に
は
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
文
書
の
内
容
自
体
は
伝
来
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
い
た
寺
院
縁
起
の
成
立
と
在
地
の
情
勢
二
一
二
二
い
。た
だ
し
こ
れ
ら
成
立
年
代
の
特
定
で
き
る
文
献
類
の
中
で
、
前
節
で
も
述
べ
た
「源
頼
朝
御
判
物
」
と
呼
ば
れ
る
三
点
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
『東
浅
井
郡
志
』
や
滋
賀
縣
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
會
(三
輪
菊
三
郎
、
柏
倉
亮
吉
ら
に
よ
る
調
査
)
等
の
研
究
報
告
に
よ
っ
て
、
そ
の
史
料
と
し
て
の
信
頼
性
の
薄
さ
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
現
物
を
見
た
観
点
か
ら
、
そ
の
花
押
の
形
状
や
書
か
れ
て
い
る
文
言
等
に
つ
い
て
の
若
干
の
疑
念
を
払
拭
し
得
な
い
。
従
っ
て
今
回
の
検
討
か
ら
は
、
こ
れ
ら
三
点
の
文
書
を
除
外
し
た
上
で
上
記
の
考
察
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
う
。
さ
て
、
問
題
の
「大
吉
寺
縁
起
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
含
む
大
吉
寺
文
書
十
五
点
は
、
破
損
が
著
し
い
等
の
理
由
か
ら
現
在
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
先
代
の
住
職
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
写
真
版
と
、
『東
浅
井
郡
志
』
等
に
収
録
さ
れ
た
翻
刻
文
に
よ
っ
て
そ
の
全
体
を
見
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
滋
賀
県
が
昭
和
九
年
(
一
九
三
四
)
に
発
行
し
た
滋
賀
縣
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
會
の
報
告
書
『史
蹟
』
第
六
巻
の
「大
吉
寺
址
」
の
項
に
よ
る
と
、
「大
吉
寺
縁
起
」
は
「
天
地
一
尺
二
寸
、
面
に
は
金
銀
の
貼
紙
を
以
て
雲
の
形
を
散
ら
し
て
ゐ
る
」
と
あ
り
、
そ
の
全
文
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
天
智
天
皇
御
宇
、
近
江
國
愛
智
郡
愛
智
河
、
有
浮
木
似
觀
音
像
、
流
水
入
海
随
波
、
天
平
勝
寳
七
年
寄
阿
波
津
、
頭
沈
水
足
出
水
、
逮
于
百
廿
餘
年
桓
武
天
皇
御
宇
、
徹
耻
職
位
彳
内
心
祈
念
、
夢
想
有
音
無
形
、
示
云
、
有
阿
波
津
聖
像
海
底
為
金
耀
、
得
夢
告
帝
以
参
議
兼
兵
部
郷
正
四
位
下
橘
朝
臣
奈
良
丸
遣
彼
津
、
有
浮
像
(南
山
河
未
也
)
取
上
崇
像
、
圓
滿
天
願
、
故
號
天
吉
寺
(育
阿
波
津
濱
)
其
後
經
五
十
余
年
大
同
二
季
夏
之
比
、
大
洪
水
流
盈
浮
像
高
嶋
大
娘
寄
家
女
不
生
子
誓
云
我
有
求
願
成
就
崇
像
、
時
夢
像
入
胎
、
滿
月
生
男
、
夫
淺
井
治
家
至
誠
心
經
年
序
、
大
娘
淺
井
東
郡
住
草
香
部
、
有
一
禪
侶
、
名
安
圓
(延
暦
寺
第
四
座
主
安
恵
和
尚
弟
子
)
、
與
治
家
為
師
檀
之
問
、
語
夫
婦
云
、
像
於
此
東
山
久
絶
利
潤
滿
月
銜
嶺
四
天
仰
光
、
慈
雲
出
渓
法
界
蒙
潤
、
寂
寥
山
上
靈
崛
尤
新
、
遠
近
人
間
感
應
随
願
、
竜
門
靈
異
、
微
妙
掲
焉
寔
比
觀
音
利
生
之
地
也
云
々
、
夫
婦
随
其
言
、
擧
此
山
拂
荊
棘
、
削
夷
巌
巓
、
建
立
堂
塔
、
安
置
佛
像
、
爾
後
貴
賤
男
女
、
成
就
願
望
之
故
、
世
俗
謂
之
惣
吉
寺
、
是
故
改
號
大
吉
寺
、
自
爾
以
来
、
上
下
運
歩
、
遠
近
競
蹄
、
房
宇
並
檐
、
僧
侶
多
住
、
天
臺
第
十
八
座
主
慈
恵
大
僧
正
者
、
祈
當
寺
乞
子
也
、
故
以
天
元
二
季
(歳
次
已
卯
)
四
月
一
日
(已
酉
)、
参
上
大
吉
寺
、
即
三
七
日
夜
御
修
法
、
啓
白
導
師
大
和
尚
阿
閣
梨
、
四
王
院
十
禅
師
延
茂
大
法
師
、
番
僧
四
口
、
僧
長
朝
、
僧
中
修
、
僧
住
好
、
僧
清
金
、
各
被
物
一
領
、
御
誦
經
信
乃
布
廿
端
、
導
師
楞
嚴
院
十
禅
師
松
叡
大
法
師
、
被
物
一
領
、
當
寺
別
當
源
信
法
師
、
被
物
二
領
、
度
者
一
人
僧
料
供
米
三
石
、
同
月
廿
二
日
結
願
、
其
後
恵
心
僧
都
、
此
山
結
草
庵
云
々
、
而
平
治
逆
亂
之
時
、
源
家
零
落
之
刻
故
右
大
将
家
(于
時
兵
衛
佐
)
隠
居
當
寺
之
問
、
寺
僧
等
奉
扶
持
之
處
、
稱
謀
叛
之
地
、
平
家
差
遣
追
討
使
、
被
焼
拂
一
寺
畢
、
其
時
浮
木
之
靈
像
、
自
飛
出
於
炎
中
住
立
于
雨
堕
、
敢
無
有
損
壊
、
于
時
住
僧
阿
願
房
法
橋
、
奉
屓
之
登
巓
畢
、
見
聞
之
類
感
歎
不
少
、
一
天
静
謐
之
後
、
右
大
将
家
為
大
檀
那
、
被
建
立
堂
舎
等
、
九
郎
判
官
義
経
為
奉
行
、
被
送
付
造
營
祈
米
等
云
々
、
仍
本
堂
虹
梁
稱
大
檀
那
奉
載
彼
御
名
字
畢
、
於
塔
婆
者
、
追
可
有
御
　む
　
建
立
之
由
被
成
御
教
書
畢
(以
下
闕
文
)
こ
の
よ
う
に
「大
吉
寺
縁
起
」
は
、
後
半
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
事
か
ら
そ
の
成
立
年
代
を
大
枠
で
し
か
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
が
、
先
述
の
滋
賀
縣
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
會
の
報
告
書
は
、
こ
の
文
献
は
書
体
等
よ
り
見
て
室
町
幕
府
後
期
頃
の
も
の
で
　
　
　
あ
る
と
の
判
断
を
下
し
て
お
り
、
ま
た
野
瀬
在
住
の
郷
土
史
家
小
林
善
次
郎
氏
は
、
こ
の
文
書
を
一
五
五
〇
年
前
後
(天
文
十
九
年
　れ
　
頃
)
の
も
の
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「大
吉
寺
縁
起
」
の
成
立
年
代
に
関
す
る
先
学
の
研
究
成
果
を
参
考
に
し
た
上
で
、
大
吉
寺
文
書
の
中
か
ら
「大
吉
寺
縁
起
」
に
先
行
し
て
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
文
書
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
う
。
大
吉
寺
文
書
の
う
ち
、
年
代
の
特
定
が
可
能
で
な
お
か
つ
「縁
起
」
に
直
接
関
連
す
る
11¢
載
�
見
ら
れ
る
文
献
は
四
点
あ
る
。
そ
の
う
ち
最
も
古
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
弘
安
八
年
(
一
二
八
五
)
五
月
日
の
勧
進
沙
門
覺
道
に
よ
る
「
一
切
経
安
置
祈
願
文
」
で
あ
る
。
そ
し
て
以
下
暦
應
元
年
(
一
三
三
八
)
十
月
日
の
「大
吉
寺
勧
進
状
」
、
応
永
廿
九
年
(
一
四
二
二
)
の
一
寺
衆
徒
等
に
よ
る
「大
吉
寺
諷
誦
文
」、
そ
し
て
享
祿
二
年
(
一
五
二
九
)
の
「大
吉
寺
造
営
疏
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
文
献
の
う
ち
、
第
一
点
目
に
挙
げ
寺
院
縁
起
の
成
立
と
在
地
の
情
勢
一
二
三
二
四
た
「
一
切
経
安
置
祈
願
文
」
に
つ
い
て
は
、
大
吉
寺
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
覺
道
上
人
が
「令
安
置
一
切
経
於
當
寺
、
奉
祈
華
夷
静
謐
御
祈
願
状
」
と
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に
関
し
て
は
、
古
大
吉
寺
本
堂
跡
と
さ
れ
る
場
所
の
東
側
付
近
に
「覺
道
上
人
入
定
窟
」
と
見
ら
れ
る
遺
構
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
覺
道
上
人
が
唐
に
渡
っ
て
一
切
経
を
持
ち
帰
り
、
大
吉
寺
に
納
め
た
旨
が
銘
文
と
し
て
刻
ま
れ
て
い
る
事
か
ら
も
、
当
時
の
文
献
と
し
て
か
な
り
信
頼
の
お
け
る
史
料
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
に
そ
の
内
容
を
記
す
。近
江
國
大
吉
寺
勧
進
沙
門
覺
道
敬
白
請
殊
蒙
十
方
檀
那
廣
大
助
成
、
令
安
置
一
切
経
於
當
寺
、
奉
祈
華
夷
静
謐
御
願
状
右
當
寺
者
天
智
之
聖
朝
江
州
愛
智
河
之
水
上
、
有
木
形
之
似
聖
観
音
之
像
、
桓
武
之
御
宇
、
同
國
阿
波
津
之
海
底
、
有
金
耀
之
示
御
夢
想
之
告
、
因
茲
遣
勅
使
被
見
之
、
有
霊
像
表
奇
瑞
、
昔
殷
朝
夢
賢
相
而
致
世
治
之
明
政
、
今
和
國
夢
佛
像
而
滿
天
願
之
叡
念
、
則
為
安
彼
世
尊
之
像
、
被
建
此
天
吉
之
寺
、
大
同
二
年
九
夏
之
天
、
鴻
水
漲
來
、
懷
山
襄
陵
鴈
宇
流
失
有
名
無
跡
、
上
侶
各
悲
下
民
其
憂
、
而
浮
像
出
於
逆
浪
聖
容
寄
于
高
嶋
、
利
生
日
新
而
遠
近
歸
依
心
之
思
彌
切
、
弘
誓
海
深
而
波
浪
不
能
没
之
願
早
甄
、
於
其
有
止
住
之
門
名
安
圓
、
有
結
縁
之
檀
那
號
治
家
。
各
廻
兩
人
之
丹
誠
、
欲
餝
一
堂
之
華
構
、
今
占
淺
井
郡
之
邊
土
、
新
立
大
吉
寺
之
甲
區
、
東
望
則
有
雲
嶺
之
聳
、
如
翫
常
在
靈
山
之
荘
厳
於
心
中
、
西
顧
亦
成
日
想
之
観
忽
縮
十
萬
億
土
之
依
正
於
眼
前
、
観
與
天
之
自
然
妙
有
寔
是
地
之
奥
區
神
秀
者
歟
、
盤
折
到
山
巓
、
誰
謂
有
厳
窟
則
観
音
利
生
之
地
也
。
大
乗
相
應
之
所
也
、
多
年
歸
敬
之
輩
、
皆
離
悪
趣
、
一
度
豫
参
之
人
、
早
成
所
願
之
誰
不
運
歩
、
知
之
誰
不
致
誠
哉
、
然
間
斯
寺
雖
有
數
ヶ
宇
之
堂
舎
、
覺
道
歎
無
一
切
経
之
安
置
、
仍
偏
憑
檀
越
之
結
願
、
欲
遂
渡
唐
之
宿
望
、
不
知
凌
万
里
波
濤
令
到
他
州
、
又
不
知
失
一
期
之
運
命
、
不
歸
本
朝
、
若
歸
本
朝
全
使
者
、
今
生
則
得
為
大
願
成
就
之
人
、
若
亦
於
他
州
令
没
者
、
來
世
尚
得
為
此
願
勧
進
之
身
、
死
生
雖
有
悛
時
願
行
永
無
盡
期
、
覺
道
自
發
願
之
始
、
併
抛
名
利
之
心
情
、
致
廻
向
之
信
、
普
祈
衆
生
之
觧
脱
、
然
而
雖
有
渡
海
之
志
更
無
用
途
之
力
、
三
方
雖
完
、
不
可
支
、
咒
於
半
破
乎
、
一
鉢
雖
滿
、
不
可
覃
、
咒
於
屡
空
乎
、
只
蒙
十
方
諸
施
主
之
助
成
、
可
致
吾
寺
一
切
経
之
安
置
、
百
川
之
導
細
流
、
則
三
千
尺
之
煙
浪
森
漫
、
一
簣
之
積
撮
土
亦
數
万
仭
之
雲
峯
嵯
峨
、
此
義
之
外
又
何
憑
乎
、
就
中
観
音
薩
堙
垂
跡
之
地
也
、
蓮
臺
之
來
迎
無
疑
、
建
久
莫
府
助
成
之
寺
也
、
柳
營
之
奉
加
有
便
、
云
恰
云
裕
不
可
不
信
、
凡
厥
各
與
一
善
之
輩
須
成
二
世
之
願
矣
々
々
莫
怱
々
々
敬
白
　　
　
弘
安
八
年
五
月
日
勧
進
沙
門
覺
道
敬
白
こ
の
コ
切
経
安
置
祈
願
文
L
の
記
載
内
容
と
「大
吉
寺
縁
起
」
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
先
ず
そ
の
共
通
点
と
し
て
は
①
天
智
天
皇
の
御
世
に
近
江
國
愛
智
河
に
て
観
音
像
に
似
た
「浮
木
」
が
あ
が
っ
た
と
さ
れ
る
事
、
②
桓
武
天
皇
の
御
世
に
こ
の
「浮
木
」
が
霊
夢
よ
っ
て
阿
波
津
(現
在
の
大
津
市
粟
津
の
地
と
推
定
さ
れ
る
)
の
水
辺
で
発
見
さ
れ
た
事
、
③
こ
の
像
を
一
寺
を
建
立
し
て
安
置
し
、
そ
の
寺
院
を
「天
吉
寺
」
と
號
し
た
事
、
④
大
同
二
年
(八
〇
七
)
夏
の
洪
水
に
よ
っ
て
像
が
流
さ
れ
た
事
、
⑤
そ
の
後
像
が
高
嶋
の
地
に
流
れ
着
い
た
事
、
⑥
僧
「安
圓
」
を
開
山
と
し
、
「治
家
」
を
大
檀
那
と
し
て
現
在
の
場
所
に
大
吉
寺
が
創
建
さ
れ
た
事
、
⑦
大
吉
寺
が
鎌
倉
幕
府
(右
大
将
家
)
の
庇
護
の
下
に
あ
っ
た
と
い
う
事
、
な
ど
大
き
く
七
つ
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
両
者
の
相
違
点
と
し
て
は
①
「縁
起
」
に
よ
る
と
、
阿
波
津
で
「
浮
木
」
が
発
見
さ
れ
た
の
は
天
平
勝
寳
七
年
(七
五
五
)
の
事
で
あ
り
、
そ
の
際
勅
使
と
し
て
橘
奈
良
丸
が
派
遣
さ
れ
た
と
い
う
事
、
②
「浮
像
」
が
高
嶋
の
地
に
流
れ
着
い
た
際
、
「縁
起
」
の
記
載
に
は
「高
嶋
大
娘
」
の
懐
胎
伝
承
が
加
味
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
、
③
コ
切
経
安
置
祈
願
文
L
で
は
高
嶋
の
地
に
居
た
僧
安
圓
が
結
縁
の
檀
那
治
家
と
共
に
浅
井
郡
に
一
堂
を
建
て
た
の
に
対
し
、
「縁
起
」
で
は
「高
嶋
大
娘
」
の
夫
「淺
井
治
家
」
が
、
旧
知
の
「淺
井
東
郡
住
草
香
部
、
有
一
禅
侶
、
名
安
圓
」
に
開
山
と
し
て
「建
立
堂
塔
、
安
置
佛
像
」
を
さ
せ
し
め
た
事
、
等
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
も
の
と
思
う
。
そ
の
他
に
「縁
起
」
で
は
、
「
一
切
経
安
置
祈
願
文
」
の
記
述
中
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
様
々
な
事
項
が
現
れ
る
。
例
え
ば
現
在
の
山
号
で
あ
る
「寂
寥
山
」
の
文
字
や
、
「慈
恵
大
僧
正
」
が
天
元
二
年
(九
七
九
)
四
月
一
日
に
大
吉
寺
に
参
上
し
た
の
を
は
じ
め
、
寺
院
縁
起
の
成
立
と
在
地
の
情
勢
一
二
五
二
六
恵
心
僧
都
が
こ
の
地
に
て
草
庵
を
結
ん
だ
事
な
ど
数
多
の
高
僧
名
僧
の
来
山
の
様
子
、
そ
し
て
平
治
の
乱
に
お
け
る
宇
堂
の
焼
失
と
鎌
倉
幕
府
(右
大
将
頼
朝
)
に
よ
る
そ
の
後
の
再
建
の
模
様
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
他
に
平
治
の
乱
に
お
い
て
寺
に
火
が
か
け
ら
れ
た
際
、
「
浮
木
之
靈
像
、
自
飛
出
於
炎
中
住
立
于
雨
堕
、
敢
無
有
損
壊
」
と
い
っ
た
伝
承
が
新
た
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
類
似
点
あ
る
い
は
相
違
点
に
つ
い
て
、
「大
吉
寺
勧
進
状
」
「大
吉
寺
諷
誦
文
」
「大
吉
寺
造
営
疏
」
の
残
る
三
つ
の
文
書
の
記
述
内
容
か
ら
検
討
し
て
み
る
と
、
先
ず
天
智
天
皇
の
御
世
に
始
ま
る
一
連
の
浮
木
聖
像
に
ま
つ
わ
る
伝
承
に
つ
い
て
は
、
細
部
を
除
き
ほ
ぼ
全
て
の
文
献
が
「
一
切
経
安
置
祈
願
文
」
の
ラ
イ
ン
を
踏
襲
し
て
い
る
。
た
だ
暦
應
元
年
(
一
三
三
八
)
の
「大
吉
寺
勧
進
状
」
で
は
、
本
尊
の
「観
自
在
尊
靈
像
」
を
「自
然
自
作
尊
体
也
」
と
し
、
天
智
天
皇
御
宇
第
六
年
(六
六
六
)
丁
卯
に
粟
津
邊
に
精
舎
を
建
て
て
安
置
し
、
こ
れ
を
「天
吉
寺
」
と
號
し
た
事
。
桓
武
天
皇
の
御
世
で
あ
る
延
暦
元
年
(七
八
二
)
壬
戌
に
洪
水
に
よ
っ
て
「
水
麗
額
字
上
洗
落
天
字
上
一
点
」
さ
れ
、
そ
れ
以
降
寺
号
を
「大
吉
寺
」
と
改
め
た
事
。
そ
し
て
大
同
二
年
に
再
び
洪
水
に
襲
わ
れ
た
後
、
貞
観
初
年
(八
五
九
)
に
本
尊
が
高
嶋
郡
に
流
れ
着
き
、
貞
観
七
年
(八
六
五
)
に
大
吉
寺
が
創
建
さ
れ
た
と
す
る
記
述
の
あ
　ヨ
る
事
な
ど
が
、
相
違
す
る
点
と
し
て
注
視
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
三
点
の
文
献
と
前
述
の
二
点
の
そ
れ
と
の
開
山
伝
承
に
ま
つ
わ
る
最
大
の
相
違
点
は
、
多
少
の
ズ
レ
を
含
む
も
の
の
「
一
切
経
安
置
祈
願
文
」
と
「大
吉
寺
縁
起
」
に
明
確
に
見
ら
れ
た
安
圓
-
治
家
と
い
う
大
吉
寺
創
建
に
ま
つ
わ
る
二
人
の
重
要
な
人
物
の
記
述
の
欠
落
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
な
ら
ば
、
仮
に
「大
吉
寺
縁
起
」
の
成
立
が
先
学
の
示
す
通
り
室
町
幕
府
後
期
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
最
古
で
あ
る
「
一
切
経
安
置
祈
願
文
」
と
の
間
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
三
点
の
文
献
が
、
安
圓
や
治
家
の
名
を
欠
落
さ
せ
る
の
は
一
見
不
自
然
な
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
三
点
の
文
献
の
う
ち
暦
應
元
年
の
「
大
吉
寺
勧
進
状
」
は
そ
の
文
書
の
性
格
上
、
開
山
伝
承
と
い
っ
た
記
述
に
重
き
を
置
い
た
構
成
に
な
り
得
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
「大
吉
寺
諷
誦
文
」
に
つ
い
て
も
、
先
の
「大
吉
寺
勧
進
状
」
を
受
け
た
形
で
書
き
表
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
事
か
ら
、
そ
の
記
述
に
追
随
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「大
吉
寺
造
営
疏
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
現
在
の
大
吉
寺
に
お
い
て
、
そ
の
開
祖
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
は
「安
然
上
人
」
で
、
そ
の
際
の
大
檀
越
は
「
浅
井
治
　　
　
家
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
安
然
上
人
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
天
台
僧
に
安
圓
な
る
名
が
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
一
方
で
「安
然
」
が
円
仁
-
遍
照
と
続
く
法
統
を
受
け
継
ぎ
、
元
慶
八
年
(八
八
四
)
に
遍
照
の
後
を
受
け
て
元
慶
寺
座
主
に
な
り
、
『金
剛
　
お
　
峯
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
修
行
法
』
を
著
す
な
ど
の
優
れ
た
業
績
を
遺
し
て
い
る
高
僧
で
あ
る
事
、
『續
群
書
類
従
』
所
収
の
「慈
恵
大
師
傳
」
の
中
に
「師
諱
良
源
、
姓
木
津
、
近
州
淺
井
郡
人
也
、
郡
有
寺
、
日
大
吉
、
安
然
和
尚
創
業
之
地
、
而
有
従
湖
所
湧
出
之
観
音
　め
　
靈
像
」
と
い
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
る
事
な
ど
か
ら
、
こ
の
安
然
が
所
謂
安
圓
を
指
し
示
す
の
で
は
と
の
解
釈
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
本
論
の
問
題
点
と
し
て
は
、
「
一
切
経
安
置
願
文
」
に
大
吉
寺
の
開
創
と
し
て
記
載
さ
れ
た
安
圓
-
治
家
の
関
係
が
、
続
く
「大
吉
寺
勧
進
状
」
や
「大
吉
寺
諷
誦
文
」、
そ
し
て
「大
吉
寺
造
営
疏
」
ら
の
文
言
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
ず
、
そ
れ
よ
り
も
後
代
の
作
と
さ
れ
る
「
大
吉
寺
縁
起
」
の
中
に
、
や
や
形
を
変
え
な
が
ら
再
び
登
場
し
た
事
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
「大
吉
寺
縁
起
」
の
記
述
様
式
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
寺
社
縁
起
の
類
型
化
に
つ
い
て
、
歴
史
的
縁
起
と
物
語
的
縁
起
、
そ
し
て
補
足
と
し
て
密
教
的
縁
起
の
三
つ
の
分
類
方
法
を
示
し
た
の
は
五
来
重
で
あ
る
が
、
そ
の
説
を
借
り
る
な
ら
ば
、
こ
の
「大
吉
寺
縁
起
」
は
恐
ら
く
歴
史
的
縁
起
の
範
躊
に
含
ま
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
「而
平
治
逆
亂
之
時
(中
略
)
平
家
差
遣
追
討
使
被
焼
一
寺
畢
、
浮
木
之
靈
像
、
自
飛
出
於
炎
中
住
立
于
雨
堕
、
敢
無
有
損
壊
」
と
い
っ
た
記
述
は
、
奇
伝
的
な
内
容
を
含
む
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
も
後
の
鎌
倉
幕
府
と
の
関
わ
り
を
示
す
作
為
的
文
章
と
考
え
れ
は
、
縁
起
の
全
編
は
ほ
ぼ
歴
史
的
事
象
及
び
他
の
文
献
よ
り
の
採
取
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
殊
に
慈
恵
大
師
良
源
の
名
が
現
わ
れ
る
下
り
は
、
応
永
廿
九
年
(
一
四
二
二
)
五
月
十
日
の
「大
吉
寺
諷
誦
文
」
に
記
さ
れ
て
い
る
「慈
恵
大
師
之
誓
　が
　
願
」
、
或
は
享
祿
二
年
(
一
五
九
二
)
正
月
日
の
「大
吉
寺
造
営
疏
」
に
お
け
る
「慈
恵
大
師
之
誕
育
勝
地
、
座
主
僧
正
之
練
行
靈
窟
寺
院
縁
起
の
成
立
と
在
地
の
情
勢
一
二
七
一
二
八
　お
　
也
L
と
い
っ
た
文
言
か
ら
の
採
取
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
縁
起
」
に
の
み
見
ら
れ
る
「参
議
兼
兵
部
卿
正
四
位
下
橘
朝
臣
奈
良
丸
」
の
名
に
つ
い
て
も
、
『興
福
寺
官
務
牒
疏
』
の
「大
吉
寺
」
の
項
に
お
け
る
「然
後
桓
武
帝
延
暦
九
年
橘
朝
臣
奈
良
麿
本
願
　ふ
　
也
」
と
い
っ
た
文
書
を
参
照
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
大
吉
寺
縁
起
」
に
は
、
様
々
な
寺
の
歴
史
的
変
遷
過
程
が
霊
験
功
徳
よ
り
以
上
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
こ
そ
が
「縁
起
」
の
成
立
を
解
き
明
か
す
上
で
の
手
掛
か
り
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。
寺
社
縁
起
の
変
転
は
、
そ
の
存
立
基
盤
で
あ
っ
た
荘
園
制
の
崩
壊
と
と
も
に
始
ま
り
、
経
営
の
根
本
を
勧
進
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
　
　
　
く
な
っ
た
事
に
あ
る
、
と
す
る
の
は
五
来
重
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
桜
井
徳
太
郎
は
「特
定
の
寺
院
の
縁
日
と
か
法
会
の
施
行
の
際
に
集
ま
り
来
る
檀
越
や
信
徒
に
対
し
、
こ
の
寺
の
霊
験
を
説
く
と
い
う
旦
ハ体
性
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
り
重
要
で
あ
っ
た
」
と
し
、
縁
起
が
個
々
の
寺
院
に
お
け
る
開
創
の
霊
異
や
効
験
の
歴
史
を
具
象
的
に
解
説
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
桜
井
は
さ
ら
に
、
こ
の
点
に
こ
そ
縁
起
の
在
地
性
や
土
着
性
、
そ
し
て
個
別
性
が
強
く
滲
み
出
て
く
る
理
由
が
伏
せ
ら
れ
て
い
　れ
　
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。,
「
大
吉
寺
縁
起
」
は
、
歴
史
的
信
憑
性
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
以
上
に
、
地
域
の
実
情
を
巧
み
に
捉
え
な
が
ら
成
立
し
て
い
っ
た
事
は
容
易
に
想
定
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
が
後
世
の
大
吉
寺
及
び
そ
の
周
辺
に
対
し
て
、
放
生
会
な
ど
の
機
会
を
通
し
て
か
な
り
の
影
響
を
相
互
に
与
え
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
四
、
「
大
吉
寺
縁
起
」
成
立
の
背
景
で
は
最
後
に
、
「大
吉
寺
縁
起
」
が
ど
う
い
っ
た
時
代
背
景
の
下
に
お
い
て
書
き
記
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
筆
者
な
り
の
類
推
を
行
っ
て
み
た
い
も
の
と
思
う
。
先
に
も
述
べ
た
様
に
、
年
号
月
日
と
作
者
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い
事
を
除
く
と
、
「大
吉
寺
縁
起
」
は
他
の
四
点
の
史
料
と
比
べ
て
も
際
立
っ
た
特
徴
が
あ
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
む
し
ろ
大
吉
寺
の
開
山
に
ま
つ
わ
る
伝
承
は
、
最
古
と
さ
れ
る
「
一
切
経
安
置
祈
願
文
」
の
内
容
を
大
筋
に
お
い
て
踏
襲
し
て
お
り
、
ま
た
一
方
で
他
の
三
点
の
文
献
か
ら
慈
恵
大
師
と
大
吉
寺
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
記
載
を
拾
い
だ
し
て
も
い
る
。
そ
し
て
平
治
の
乱
に
よ
る
堂
宇
焼
失
か
ら
鎌
倉
方
に
よ
る
再
建
に
至
る
様
子
に
つ
い
て
は
、
縁
起
関
連
の
文
献
中
最
も
充
実
し
た
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「大
吉
寺
縁
起
」
に
は
、
本
尊
で
あ
る
観
音
像
の
霊
験
を
示
す
文
言
が
、
他
の
文
献
に
比
し
て
や
や
少
な
い
か
の
よ
う
に
受
け
取
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
大
吉
寺
縁
起
」
を
除
く
四
点
の
史
料
が
(開
山
縁
起
↓
観
音
の
霊
験
↓
勧
進
の
趣
旨
)
と
い
っ
た
展
開
を
中
心
に
書
き
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
「大
吉
寺
縁
起
」
で
は
(開
山
縁
起
↓
慈
恵
大
師
以
下
の
高
僧
伝
↓
鎌
倉
と
の
関
わ
り
)
と
い
っ
た
大
吉
寺
に
ま
つ
わ
る
歴
史
的
変
遷
の
過
程
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
象
に
つ
い
て
整
合
性
を
持
た
せ
な
が
ら
書
き
綴
っ
て
い
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
事
は
、
「縁
起
」
を
含
む
「大
吉
寺
勧
進
状
」
以
降
の
文
書
中
に
は
大
吉
寺
と
室
町
幕
府
と
の
関
係
が
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
大
吉
寺
に
対
し
て
は
、
観
応
二
年
の
「足
利
尊
氏
祈
濤
状
」
を
始
め
と
し
て
、
以
降
義
持
・
義
教
・
義
政
・
義
材
ら
の
足
利
将
軍
並
　お
　
び
に
連
枝
に
よ
っ
て
、
感
状
や
祈
濤
状
な
ど
都
合
七
通
の
文
書
が
発
給
さ
れ
て
お
り
、
将
軍
家
が
大
吉
寺
の
大
壇
那
で
あ
っ
た
事
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
も
の
と
思
う
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「大
吉
寺
縁
起
」
の
記
述
形
態
は
歴
史
的
変
遷
を
押
さ
え
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
当
時
室
町
幕
府
と
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
大
吉
寺
が
、
そ
の
縁
起
の
中
に
関
連
す
る
記
載
を
行
わ
な
い
事
に
対
し
て
は
、
当
然
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
こ
で
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
「大
吉
寺
縁
起
」
の
成
立
年
代
が
従
前
よ
り
言
わ
れ
て
い
る
よ
り
も
さ
ら
に
古
く
、
ち
ょ
う
ど
「縁
起
」
の
記
述
が
途
切
れ
る
鎌
倉
期
あ
た
り
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
で
は
五
点
の
文
書
中
最
も
多
彩
な
内
容
を
持
つ
「縁
起
」
の
記
事
が
、
「
勧
進
状
」
「
諷
誦
文
」
「造
営
疏
」
が
書
き
著
さ
れ
る
過
程
で
ほ
ど
ん
ど
無
視
さ
れ
た
事
に
な
っ
て
し
ま
い
、
何
よ
り
も
鎌
倉
期
か
ら
室
町
中
期
に
か
け
て
将
軍
家
と
い
う
安
定
し
た
後
援
者
を
得
寺
院
縁
起
の
成
立
と
在
地
の
情
勢
二
九
一
三
〇
て
い
た
大
吉
寺
が
、
縁
起
を
作
成
し
て
自
ら
の
存
在
を
世
に
主
張
せ
ね
ば
な
ら
な
い
主
体
的
な
意
義
付
け
が
見
出
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
.
以
上
の
点
か
ら
、
「大
吉
寺
縁
起
」
の
著
さ
れ
た
時
期
は
五
点
の
文
書
中
最
も
後
代
に
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
た
い
。
そ
こ
で
次
に
、
「縁
起
」
の
成
立
す
る
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
う
。
先
に
述
べ
た
足
利
家
発
給
の
文
書
は
、
結
局
延
徳
三
年
(
一
四
九
一
)
の
足
利
義
材
の
祈
薦
状
を
最
後
に
途
絶
え
て
し
ま
う
。
そ
し
て
そ
れ
以
降
の
大
吉
寺
の
趨
勢
と
し
て
は
、
享
碌
二
年
(
一
五
二
九
)
の
「大
吉
寺
造
営
疏
」
に
現
れ
る
「雖
然
作
區
之
歳
、
南
北
兩
郡
為
胡
越
之
闘
、
(兩
)
佐
々
木
作
竜
虎
之
諍
砌
、
軍
勢
既
亂
入
寺
中
、
兵
火
忽
炎
上
佛
閣
」
と
い
っ
た
記
述
が
当
時
の
状
況
を
指
し
示
し
て
い
よ
う
。
つ
ま
り
幕
府
権
力
の
衰
退
と
近
江
国
支
配
を
め
ぐ
る
両
佐
々
木
家
の
抗
争
激
化
と
い
っ
た
情
勢
の
中
で
、
大
吉
寺
が
そ
の
存
立
基
盤
を
次
第
に
失
い
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
同
文
書
で
は
「
求
檀
越
」
と
の
文
言
が
見
ら
れ
る
事
か
ら
、
そ
の
後
の
大
吉
寺
は
足
利
氏
に
代
わ
る
大
檀
那
を
捜
す
必
要
に
迫
ら
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
点
を
考
慮
し
た
上
で
、
筆
者
は
こ
れ
ら
の
文
献
が
「
一
切
経
安
置
祈
願
文
」
か
ら
「大
吉
寺
縁
起
」
へ
と
変
遷
し
て
ゆ
く
過
程
に
お
い
て
、
開
祖
「安
圓
」
の
大
檀
那
と
な
っ
た
「治
家
」
の
名
が
一
旦
欠
落
し
て
ゆ
き
、
今
度
は
浮
木
流
像
に
よ
る
高
島
大
娘
の
懐
胎
伝
説
を
伴
っ
て
、
そ
の
夫
「浅
井
治
家
」
が
大
檀
那
と
な
っ
て
文
献
上
に
再
登
場
し
た
事
に
着
目
す
る
。
「大
吉
寺
縁
起
」
の
成
立
年
代
が
室
町
後
期
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
東
浅
井
郡
一
帯
を
中
心
と
し
て
湖
北
地
方
に
浅
井
氏
が
台
頭
し
始
め
る
時
期
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
事
に
な
る
。
浅
井
氏
は
勢
力
範
囲
内
に
鎮
座
す
る
有
力
な
祈
濤
系
寺
院
に
対
し
て
親
和
的
な
態
度
で
臨
も
う
と
し
た
ら
し
く
、
例
え
ぼ
同
じ
湖
北
の
地
に
あ
る
竹
生
島
の
「蓮
華
会
頭
役
帳
」
に
は
、
永
禄
三
年
(
一
五
六
〇
)
と
同
六
年
(
一
五
六
三
)
に
浅
井
下
野
守
久
政
が
、
ま
た
同
九
年
(
一
五
六
六
)
に
は
浅
井
大
市
殿
久
松
が
、
そ
し
て
同
十
一
年
(
一
五
六
八
)
と
同
十
二
年
(
一
五
六
九
)
に
は
浅
井
備
前
守
長
政
が
そ
れ
ぞ
れ
蓮
華
会
の
頭
役
を
受
け
て
い
た
事
が
記
さ
れ
て
い
麺
・
前
段
に
お
い
て
、
大
吉
寺
が
頭
役
差
定
に
よ
っ
て
放
生
会
と
呼
ば
れ
る
法
会
を
営
ん
で
き
た
事
を
述
べ
た
が
、
こ
の
差
定
圏
が
恐
ら
く
は
浅
井
氏
の
支
配
地
域
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
田
根
庄
一
円
だ
っ
た
と
い
う
事
は
、
注
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
大
吉
寺
の
頭
役
差
定
の
様
子
を
記
し
た
『御
行
帳
』
に
は
、
慶
長
十
三
年
(
一
六
〇
八
)
よ
り
以
前
の
記
載
が
無
い
た
め
に
浅
井
氏
時
代
の
大
吉
寺
頭
役
の
様
子
に
つ
い
て
知
る
術
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
浅
井
氏
の
支
配
下
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
田
根
庄
に
　　
　
お
い
て
、
頭
役
差
定
を
行
っ
て
い
た
祈
濤
系
寺
院
の
大
吉
寺
に
対
し
、
浅
井
氏
側
か
ら
何
の
接
触
も
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
中
世
期
に
お
け
る
頭
役
差
定
に
関
し
て
は
、
萩
原
龍
夫
な
ど
が
こ
れ
を
寺
社
勢
力
が
荘
園
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
る
段
階
の
特
徴
的
な
所
産
と
捉
え
、
差
定
さ
せ
る
主
体
を
荘
園
的
な
本
所
・
本
家
の
如
き
も
の
と
想
定
し
て
、
「
そ
れ
は
や
が
て
惣
村
や
武
士
団
の
発
展
　め
　
と
と
も
に
、
自
主
的
な
グ
ル
ー
プ
の
中
で
の
互
選
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
」
と
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
見
解
の
根
拠
と
な
る
事
例
に
つ
い
て
は
、
例
え
ぼ
中
国
地
方
の
守
護
大
名
大
内
氏
に
よ
る
松
崎
天
神
社
十
月
会
に
対
す
る
密
接
な
関
連
性
等
の
事
例
が
　あ
　
報
告
さ
れ
て
お
り
、
在
地
勢
力
が
そ
の
領
国
経
営
浸
透
の
手
段
と
し
て
寺
社
の
会
式
を
利
用
し
た
事
は
、
決
し
て
希
少
な
事
象
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
足
利
氏
の
権
威
衰
亡
以
降
、
新
規
の
大
檀
那
を
求
め
て
い
た
大
吉
寺
と
、
新
興
の
在
地
勢
力
と
し
て
東
浅
井
郡
一
帯
に
勢
力
を
拡
大
し
て
い
た
浅
井
氏
と
の
間
に
は
、
利
害
の
一
致
す
る
土
壌
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
「
大
吉
寺
縁
起
」
の
記
述
内
容
が
、
そ
う
し
た
背
景
を
巧
み
に
吸
収
し
な
が
ら
成
立
し
て
い
っ
た
事
は
、
あ
る
程
度
の
可
能
性
を
持
っ
て
想
像
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
五
、
お
わ
り
に
以
上
、
「大
吉
寺
縁
起
」
に
つ
い
て
、
主
に
そ
の
成
立
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
。
史
料
数
の
不
足
と
い
う
圧
倒
的
な
制
約
上
、
そ
の
論
証
に
は
い
さ
さ
か
飛
躍
し
過
ぎ
る
面
が
あ
っ
た
事
は
否
め
な
い
が
、
頭
役
差
定
圏
の
展
開
、
あ
る
い
は
檀
寺
院
縁
起
の
成
立
と
在
地
の
情
勢
;
二
=
二
二
越
獲
得
の
手
段
と
し
て
の
縁
起
と
い
っ
た
視
点
か
ら
同
文
献
を
見
た
場
合
、
「大
吉
寺
縁
起
」
が
成
立
し
て
ゆ
く
背
景
に
は
、
在
地
の
情
勢
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
成
り
立
つ
と
思
わ
れ
る
。
本
論
は
大
吉
寺
と
い
う
地
方
寺
院
の
趨
勢
に
つ
い
て
、
放
生
会
と
呼
ば
れ
る
頭
役
差
定
に
よ
る
行
事
を
一
方
の
支
柱
と
し
つ
つ
も
、
主
に
地
域
史
的
な
観
点
か
ら
そ
の
史
料
分
析
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
当
時
の
寺
社
を
め
ぐ
る
諸
相
は
、
他
の
多
く
の
寺
社
縁
起
の
成
立
す
る
要
因
で
も
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
今
後
の
研
究
の
方
向
性
と
し
て
は
様
々
な
課
題
が
挙
げ
ら
れ
る
の
だ
が
、
現
在
ま
で
も
事
例
と
し
て
民
間
に
そ
の
残
存
を
見
る
大
吉
寺
の
頭
役
差
定
制
度
と
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
在
地
と
の
密
接
な
関
係
性
を
維
持
し
続
け
た
大
吉
寺
の
位
置
付
け
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
本
論
の
趣
旨
で
あ
る
「大
吉
寺
縁
起
」
成
立
の
背
景
を
探
る
事
に
よ
っ
て
、
多
少
な
り
と
も
の
分
析
が
可
能
に
な
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
注(1
)
『信
長
公
記
』
元
龜
三
年
七
月
廿
四
日
条
(2
)
野
瀬
は
、
現
在
で
は
殆
ど
の
家
が
集
落
内
に
存
立
す
る
浄
土
真
宗
光
福
寺
の
檀
家
で
あ
り
、
残
り
の
家
も
湖
北
町
馬
渡
に
あ
る
浄
土
真
宗
光
源
寺
の
檀
家
で
あ
る
。
従
っ
て
大
吉
寺
の
信
徒
組
織
は
こ
の
門
徒
の
人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
事
に
な
る
の
だ
が
、
野
瀬
の
人
々
に
と
っ
て
は
そ
う
し
た
宗
派
の
違
い
に
対
す
る
違
和
感
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
(3
)
『御
行
帳
』
に
は
他
に
差
定
状
の
書
式
や
祭
儀
の
日
程
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。
御
札
覚
を
も
て
書
御
祈
濤
何
村
尉
観
世
音
御
頭
人
何
右
衛
門
丈
毎
年
二
月
十
日
二
指
申
候
毎
年
二
月
三
日
二
福
牛
印
二
付
遣
申
候
毎
年
二
月
二
日
二
御
勤
申
候
毎
年
御
く
じ
取
リ
日
二
月
八
日
毎
年
御
頭
人
余
後
日
十
一
月
下
旬
(4
)
『御
行
帳
』
に
は
田
根
村
の
十
二
の
字
以
外
に
小
倉
村
・
石
橋
村
・
竜
岸
寺
村
・
大
瀧
村
の
名
前
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
後
に
そ
れ
ぞ
れ
北
野
・
野
田
・
木
尾
の
各
村
に
吸
収
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
の
小
字
名
と
し
て
そ
の
名
残
を
見
る
。
(5
)
田
川
・
須
賀
谷
の
二
ヵ
字
は
、
明
治
二
十
二
年
(
一
八
八
九
年
)
の
市
町
村
制
の
実
施
に
伴
っ
て
田
根
村
に
編
入
さ
れ
た
が
、
そ
の
前
身
は
現
湖
北
町
伊
部
・
丁
野
・
河
毛
等
を
含
む
田
川
庄
で
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。
(6
)
波
久
奴
神
社
(萩
野
神
社
)
の
祭
礼
は
毎
年
四
月
三
日
に
執
り
行
わ
れ
、
先
述
の
氏
子
圏
に
田
川
を
加
え
た
十
五
の
字
が
籤
に
よ
っ
て
交
代
で
神
輿
渡
御
の
役
を
果
た
す
。
(7
)
『興
福
寺
官
務
牒
疏
』
の
大
吉
寺
に
ま
つ
わ
る
記
述
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
勘
録
興
福
寺
末
寺
派
社
流
記
官
務
並
最
勝
院
家
配
下
領
知
分
近
江
國
八
拾
五
所
(中
略
)
大
吉
寺
在
同
國
淺
井
郡
草
野
郷
。
號
天
吉
山
。
僧
房
五
十
七
宇
天
智
天
皇
六
年
、
役
氏
入
峰
。
然
後
桓
武
帝
延
暦
九
年
橘
朝
臣
奈
良
麿
本
願
也
。
始
天
台
宗
。
後
一
條
天
皇
万
壽
元
年
。
秋
篠
寺
靈
圓
僧
都
中
興
。
自
是
為
法
相
宗
眞
言
兼
宗
。
本
尊
浮
木
觀
音
大
士
。
(中
略
)
波
久
奴
神
社
在
同
郡
田
根
郷
號
萩
野
明
神
。
祭
所
大
物
主
神
。
大
吉
寺
鎮
守
。
社
僧
二
人
、
神
人
七
人
。
(中
略
)
寺
院
縁
起
の
成
立
と
在
地
の
情
勢
以
上
近
江
國
之
分
也
。
右
所
録
興
福
寺
派
寺
末
寺
社
、
為
官
務
最
勝
院
家
所
為
領
知
。
末
代
不
可
違
失
之
旨
、
既
被
官
符
畢
。
誠
希
代
格
職
、
謹
以
奉
行
之
永
可
拾
定
者
也
。
嘉
吉
元
年
次
辛
酉
四
月
十
六
日
、
再
被
拾
定
置
之
。
(『東
浅
井
郡
志
』
巻
四
、
及
び
『大
日
本
佛
教
全
書
』
八
四
寺
誌
部
二
所
収
)
(8
)
『田
根
の
お
こ
な
い
』
(
一
九
八
八
年
浅
井
町
教
育
委
員
会
)
八
頁
等
参
照
。
(9
)
『北
野
神
社
文
書
』
に
見
ら
れ
る
「
山
門
西
塔
院
釈
迦
堂
閉
籠
訴
訟
條
目
」
に
は
、
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。
一
江
州
大
吉
寺
領
、
田
根
庄
田
地
者
、
仁
治
以
來
當
知
行
之
處
、
無
謂
畠
山
但
州
、
文
安
元
年
以
來
押
領
之
間
、
如
元
可
被
返
濟
之
由
、
可
有
御
成
敗
事
。(中
略
)
右
愁
訴
雖
端
多
存
略
、
纔
録
十
三
個
條
而
巳
。
文
安
四
年
七
月
十
六
(10
)
『久
我
家
文
書
』
所
収
の
暦
應
二
年
(
=
三
二
九
)
四
月
廿
四
日
「室
町
幕
府
引
付
頭
人
奉
書
」、
康
永
元
年
(
=
二
四
二
)
十
二
月
廿
一
日
「足
利
直
義
裁
許
状
」、
康
永
三
年
(
=
二
四
四
)
七
月
一
日
「
田
根
荘
雑
掌
・
地
頭
代
連
署
和
與
状
」、
康
永
三
年
七
月
十
七
日
「足
利
直
義
裁
許
状
」
に
は
、
久
我
家
の
雑
掌
と
地
頭
方
の
佐
々
木
氏
と
の
問
の
貢
納
に
関
す
る
争
い
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
(1
)
注
(1
)
に
同
じ
。
一
三
三
=
二
四
(
12
)
『新
註
近
江
與
地
志
略
』
(
一
九
七
六
年
弘
文
堂
書
店
)
一
〇
二
九
頁
参
照
。
(
13
)
伏
木
貞
三
『史
蹟
大
吉
寺
』
(
一
九
五
九
年
大
吉
寺
史
蹟
保
存
会
)
を
参
照
の
こ
と
。
(
14
)
『東
浅
井
郡
志
』
に
は
、
虎
姫
地
震
の
被
害
の
状
況
を
、
即
死
三
〇
、
負
傷
二
七
九
、
全
潰
家
屋
一
〇
六
八
、
半
潰
二
四
七
八
、
と
記
し
て
い
る
。
(『郡
志
』
巻
参
、
六
六
三
頁
参
照
)
(
15
)
虫
供
養
に
つ
い
て
は
、
大
吉
寺
の
僧
侶
が
近
在
の
農
村
を
歩
き
回
り
、
家
々
の
玄
関
口
に
て
「大
吉
寺
虫
供
養
」
と
言
い
、
そ
の
お
布
施
を
集
め
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
僧
侶
の
回
る
範
囲
に
つ
い
て
は
、
特
に
限
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
の
事
で
あ
る
。
(
16
)
大
吉
寺
所
蔵
の
「源
頼
朝
御
判
物
」
三
点
の
う
ち
、
通
称
「虫
供
養
文
書
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
虫
供
養
毎
年
無
懈
怠
可
被
勤
メ
近
江
一
国
者
不
及
申
六
十
余
州
壱
石
二
壱
合
宛
為
料
米
寄
附
事
猶
以
山
門
太
郎
左
衛
門
可
申
候
如
件
文
治
弐
年七
月
七
日
頼
朝
(花
押
)
大
吉
寺
本
坊
(
17
)
五
来
重
「寺
社
縁
起
の
世
界
」
(『宗
教
民
俗
集
成
六
・
寺
社
縁
起
か
ら
お
伽
話
へ
』
一
九
九
五
年
角
川
書
店
所
収
)
三
四
頁
参
照
。
(
18
)
桜
井
徳
太
郎
「縁
起
の
類
型
と
展
開
」
(『寺
社
縁
起
』
一
九
七
五
年
岩
波
書
店
所
収
)
四
五
〇
～
四
五
三
頁
参
照
。
(19
)
『東
浅
井
郡
志
』
巻
四
、
及
び
「大
吉
寺
址
」
(『史
蹟
』
第
六
巻
一
九
四
三
年
滋
賀
縣
史
跡
蹟
天
然
紀
念
物
調
査
會
・
滋
賀
縣
)
所
収
。
(20
)
報
告
書
で
は
、
「大
吉
寺
縁
起
」
の
特
色
に
つ
い
て
「記
す
と
こ
ろ
間
々
従
前
の
記
録
に
な
き
説
を
傳
へ
て
、
足
利
末
の
縁
起
に
よ
く
み
ら
る
〉
弊
を
み
せ
て
ゐ
る
」
(
一
〇
八
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「縁
起
」
の
文
中
に
現
在
の
山
号
で
あ
る
「寂
寥
山
」
の
記
述
が
新
た
に
見
ら
れ
る
事
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
い
る
。
(21
)
小
林
善
次
郎
『歴
史
と
伝
承
』
(
一
九
九
三
年
)
参
照
。
(2
)
注
(19
)
に
同
じ
。
(23
)
「大
吉
寺
勧
進
状
」
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
近
江
國
淺
井
郡
大
吉
寺
住
侶
等
敬
白
請
蒙
十
方
檀
那
助
成
遂
本
堂
造
營
状
右
當
寺
本
尊
者
、
観
自
在
尊
靈
像
自
然
自
作
尊
体
也
、
致
潔
信
者
必
有
感
應
、
譬
如
明
月
之
移
水
、
成
恭
敬
者
定
垂
靈
瑞
、
猶
似
寒
磬
之
和
霜
、
因
茲
昔
自
天
智
天
皇
御
宇
第
六
年
丁
卯
、
於
粟
津
邊
造
立
精
舎
、
安
置
本
尊
号
天
吉
寺
以
降
、
經
一
百
十
六
年
後
、
桓
武
天
皇
御
宇
延
暦
元
年
壬
戌
、
洪
水
時
、
水
灑
額
字
上
、
洗
落
天
字
上
一
点
、
故
改
号
大
吉
寺
、
其
後
經
二
十
六
年
、
平
城
天
皇
御
宇
、
大
同
二
年
丁
亥
仲
夏
之
候
、
又
依
洪
水
難
、
本
尊
堂
舎
流
失
、
有
名
無
跡
、
清
和
天
皇
御
宇
、
貞
観
初
年
、
流
寄
高
島
郡
在
々
處
々
、
効
驗
靈
瑞
、
不
可
勝
計
、
同
七
年
乙
酉
、
就
草
野
之
荊
崛
、
興
柏
原
之
草
創
、
題
額
任
桓
武
聖
暦
舊
勅
、
号
大
吉
寺
、
望
東
則
雲
嶺
峙
而
峨
、
浮
陀
洛
山
之
粧
遮
眼
、
向
西
亦
湖
水
湛
而
浩
々
、
弘
誓
如
海
之
説
浮
心
、
棲
山
之
禽
獣
、
皆
為
和
光
同
塵
之
眷
属
、
住
海
之
鱗
甲
、
悉
結
八
相
成
道
之
遠
縁
、
自
爾
以
降
、
學
侶
繼
跟
、
行
法
無
懈
鎭
致
一
天
安
穏
懇
祈
、
兼
抽
四
海
静
謐
誠
精
、
星
霜
雖
舊
、
利
生
日
新
、
爰
建
武
初
年
閏
七
月
十
七
日
夜
、
有
不
慮
之
子
細
、
伽
藍
及
回
禄
、
縦
雖
盡
一
寺
之
微
力
、
猶
難
遂
半
作
大
功
、
然
問
任
文
治
之
例
、
以
事
由
雖
可
言
上
當
賢
将
、
且
欲
預
十
方
助
成
企
一
堂
造
營
各
察
住
侶
之
懇
願
可
蒙
施
主
之
合
力
、
彼
巨
海
深
無
底
、
不
厭
涓
露
之
故
也
、
太
山
高
無
極
、
不
譲
土
譲
之
故
也
、
半
紙
不
可
嫌
、
集
之
則
可
成
大
聖
之
居
、
一
銭
不
可
軽
、
積
之
亦
可
構
高
閣
之
基
、
然
則
奉
加
施
與
之
貴
賤
結
縁
助
成
之
道
俗
、
清
祈
之
露
易
凝
、
生
前
丹
棘
之
願
望
悉
滿
、
衆
罪
之
霜
怱
憑
、
最
後
金
蓮
之
来
迎
無
疑
、
勉
矣
々
々
、
敢
莫
怱
諸
仍
奉
唱
如
件
暦
應
元
年
十
月
日
大
吉
寺
住
侶
等
敬
白
(『東
浅
井
郡
志
』
巻
四
、
並
び
に
『史
蹟
』
第
六
巻
所
収
)
(
24
)
堀
田
弘
道
『寂
寥
山
大
吉
寺
』
(
一
九
八
七
年
大
吉
寺
信
徒
総
代
)
他
参
照
。
(
25
)
村
山
修
一
『比
叡
山
史
』
(
一
九
九
四
年
東
京
美
術
)
他
参
照
。
(
26
)
「慈
恵
大
師
傳
」
『続
群
書
類
従
』
所
収
。
(
27
)
「大
吉
寺
諷
誦
文
」
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
側
聞
、
本
覺
金
口
矣
、
駐
教
於
万
劫
之
今
、
末
師
玉
趾
焉
、
始
基
於
千
歳
之
昔
、
甘
有
漏
之
法
味
、
凝
無
邊
之
方
便
、
伏
惟
、
江
州
大
吉
寺
者
、
起
天
智
聖
代
之
叡
心
、
忝
慈
恵
大
師
之
誓
願
、
自
爾
以
降
、
或
本
尊
之
奇
特
、
或
法
事
之
紹
隆
、
甄
録
不
遑
、
稱
揚
無
隙
、
全
其
趣
、
而
補
其
闕
、
正
其
違
、
而
省
其
煩
、
方
今
忘
建
武
之
餘
災
、
終
今
時
之
新
造
、
經
營
數
宇
佛
閣
、
起
立
三
重
塔
婆
、
請
楞
厳
院
長
吏
僧
正
法
印
大
和
尚
忠
慶
、
為
唱
導
師
、
且
屈
竜
象
衆
以
為
賓
、
安
天
人
師
以
為
主
、
定
恵
二
翅
翼
、
自
演
最
上
之
儀
、
邪
正
一
眞
如
、
速
断
諸
衆
之
縛
、
加
之
、
唄
讃
答
律
、
疑
簫
笛
琴
空
候
、
歌
頌
感
神
、
徹
琵
琶
鐃
銅
抜
、
巫
山
夜
雨
絃
中
起
、
湘
水
秋
波
指
下
生
、
然
則
解
波
闍
波
提
之
窮
愁
顯
摩
訶
摩
耶
之
芳
躅
四
夷
降
伏
、
芝
草
遍
街
衢
海
内
艾
安
、
鳳
凰
巣
苑
囿
、
几
厥
功
徳
不
限
、
利
益
有
餘
、
稽
首
和
南
、
敬
白
應
永
廿
九
年
五
月
十
日
一
寺
衆
徒
等
敬
白
(『東
浅
井
郡
志
』
巻
四
、
並
び
に
『史
蹟
』
第
六
巻
所
収
)
(28
)
「大
吉
寺
造
營
疏
」
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
勧
進
沙
門
敬
白
請
特
蒙
十
方
檀
那
之
助
成
、
遂
江
州
浅
井
郡
大
吉
寺
本
堂
造
立
供
養
之
状
夫
以
、
鶴
林
霞
昇
、
而
二
千
餘
回
牟
尼
之
梵
風
止
韻
、
竜
畢
雲
阻
兮
六
十
五
億
逸
多
之
法
雨
未
灑
矣
、
幽
山
路
遥
、
欲
尋
之
道
首
絶
而
不
示
路
、
苦
海
浪
高
、
欲
凌
之
船
師
去
而
不
渡
舟
、
已
生
二
佛
之
中
間
殊
失
四
聖
之
依
怙
、
仰
九
野
蒼
天
而
拭
涙
、
不
見
可
助
人
伏
八
挺
董
地
而
扣
胸
、
無
来
可
憐
輩
、
因
茲
生
死
長
夜
、
従
冥
入
於
冥
煩
悩
巨
海
、
従
深
沈
於
深
爰
在
大
悲
薩
捶
称
名
施
無
畏
、
遊
戯
阿
鼻
顯
大
悲
代
受
苦
之
利
益
、
示
現
娑
婆
播
難
化
必
能
化
之
導
凡
其
五
分
法
身
之
杉
、
恒
返
大
悲
之
涙
、
十
地
圓
滿
之
顔
、
将
萎
利
生
之
思
、
故
十
号
妙
典
、
説
急
難
之
中
施
無
畏
、
三
蔵
釋
義
、
述
濁
世
末
代
名
観
音
、
仍
考
當
寺
権
輿
、
天
智
聖
朝
、
江
州
愛
智
河
之
水
上
有
古
木
、
似
聖
観
音
之
像
、
桓
武
之
聖
代
、
阿
波
津
之
蒼
海
現
金
耀
特
夢
々
告
、
因
茲
被
立
勅
使
之
處
、
顯
尊
容
、
表
奇
特
、
叡
慮
則
安
彼
大
士
像
建
立
此
大
吉
寺
、
然
則
本
尊
観
自
在
菩
寺
院
縁
起
の
成
立
と
在
地
の
情
勢
三
五
一
三
六
薩
者
、
従
海
湧
出
之
玉
体
、
浮
木
変
化
之
金
容
、
霊
験
日
新
、
感
応
年
舊
、
加
旃
慈
恵
大
師
之
誕
育
勝
地
、
座
主
僧
正
之
練
行
霊
窟
也
、
観
音
妙
智
力
之
恵
風
無
邊
、
能
救
世
間
苦
之
慈
雲
廣
大
、
叩
必
答
、
如
曉
鐘
待
鉛
花
必
臨
、
似
秋
月
浮
湖
水
、
是
以
越
山
川
而
運
歩
道
俗
雲
集
繁
於
雨
、
忘
飢
風
而
傾
頭
敬
信
風
儀
盛
於
市
、
無
縁
慈
悲
、
逗
機
如
磁
石
吸
鐵
、
有
情
抜
苦
、
應
物
似
琥
珀
収
塵
、
大
悲
深
重
勝
諸
佛
、
大
集
經
云
、
三
世
諸
佛
大
慈
悲
、
皆
集
一
体
観
世
音
、
決
定
業
轉
超
餘
聖
天
台
釋
日
、
若
其
機
感
厚
、
定
業
亦
能
轉
、
或
處
畜
生
形
、
大
定
大
智
慧
、
令
發
菩
提
心
或
處
阿
修
羅
、
濡
言
調
伏
心
、
令
除
驕
慢
習
、
疾
至
無
為
彼
岸
見
、
倩
以
、
當
山
為
体
、
後
峙
絶
頂
峨
々
崇
山
天
幽
林
穹
谷
、
前
湛
蒼
波
漫
々
直
下
無
底
雲
濤
烟
浪
、
對
左
悲
願
之
源
泉
灌
注
雪
三
惑
之
塵
垢
、
顧
右
弘
誓
之
飛
雲
羅
列
渡
六
趣
之
迷
徒
雖
然
作
諤
之
歳
、
南
北
兩
郡
為
胡
越
之
闘
、
兩
佐
々
木
作
竜
虎
之
諍
砌
、
軍
勢
既
亂
入
寺
中
、
兵
火
怱
炎
上
佛
閣
、
金
殿
玉
楼
和
煙
昇
圓
盖
、
丹
柱
素
壁
化
灰
散
方
輿
、
悲
而
送
居
諸
、
歎
而
經
年
序
、
抑
今
時
扣
富
士
之
門
求
檀
越
、
随
肥
馬
之
塵
非
頼
戮
力
者
梵
宇
建
立
、
又
何
時
時
乎
、
夫
堂
舎
功
徳
者
、
天
笠
云
伽
藍
、
漢
家
云
精
舎
、
亦
名
金
剛
寳
刹
、
三
世
諸
佛
、
以
此
處
為
堅
固
寂
静
之
依
處
故
也
、
亦
称
寂
滅
道
場
、
十
方
如
来
、
於
彼
砌
得
阿
耨
菩
提
故
也
、
、
致
興
造
者
、
得
七
種
功
徳
、
加
修
理
者
、
得
多
生
延
命
依
之
轉
短
疏
、
宏
契
諸
人
富
貴
人
不
惜
千
金
數
玉
、
貧
賤
類
不
耻
半
銭
一
紙
、
欲
預
奉
加
施
入
者
也
、
然
則
現
世
安
穏
之
室
内
、
滿
攘
災
招
福
之
素
願
、
後
生
善
處
之
床
上
、
感
観
音
来
迎
之
紫
臺
、
粗
勧
進
之
状
如
件
、
享
祿
二
年
正
月
日
(
『東
浅
井
郡
志
』
巻
四
所
収
)
(29
)
注
記
(
7
)
参
照
。
(30
)
五
来
重
「
寺
社
縁
起
か
ら
お
伽
話
へ
」
(
『宗
教
民
俗
集
成
六
・
寺
社
縁
起
か
ら
お
伽
話
へ
』
一
九
九
五
年
角
川
書
店
所
収
)
五
九
頁
参
照
。
(31
)
注
(18
)
に
同
じ
。
(32
)
『東
浅
井
郡
志
』
巻
四
所
収
。
(3
)
竹
生
島
の
頭
役
差
定
に
つ
い
て
は
、
竹
生
島
所
蔵
文
書
の
中
に
、
永
禄
三
年
(
一
五
六
〇
)
か
ら
嘉
永
六
年
(
一
八
五
三
)
ま
で
の
歴
代
の
蓮
華
会
の
両
頭
人
の
名
前
を
記
し
た
「蓮
華
会
頭
役
門
文
録
」
と
、
同
じ
く
寛
永
四
年
(
一
六
二
七
)
か
ら
明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
の
問
の
、
頭
人
の
候
補
者
と
な
っ
た
者
の
名
前
を
載
せ
た
「
蓮
華
会
門
文
綴
」
と
が
残
さ
れ
て
お
り
、
頭
人
の
選
定
に
至
る
ま
で
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
34
)
浅
井
氏
に
よ
る
田
根
庄
比
定
地
域
の
支
配
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
明
確
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。
傍
証
史
料
と
し
て
は
、
や
や
時
代
は
下
る
が
延
寳
四
年
(
一
六
七
六
)
巳
九
月
廿
三
日
の
「
瓜
生
村
申
状
」
に
「
一
田
根
庄
と
申
者
、
村
數
十
五
村
御
座
候
、
淺
井
様
御
代
迄
、
壹
ツ
高
に
て
御
帳
壹
本
に
御
座
候
」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
事
が
注
目
さ
れ
る
。
(35
)
萩
原
龍
夫
『
中
世
祭
祀
組
織
の
研
究
』
(
一
九
六
二
年
吉
川
弘
文
館
)
七
五
頁
参
照
。
(36
)
貝
英
幸
「
周
防
國
松
崎
天
神
社
十
月
会
と
大
内
氏
1
頭
役
差
定
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
(
一
九
九
四
年
『
芸
能
史
研
究
』
一
二
七
号
別
冊
)
参
照
。
